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ア   

アイコンタクト（elre－COntaCt）  

ボールを保持しているプレーヤーとパスを受ける味方プレーヤーが目を合わせること。  

練習を積んでいると目を合わせることでタイミングがはかれ、パスのコースを予測でき  

る。   

アウトサイドキック（outside－kick）   

「足首の外側」で蹴るキック。比較的近くにシュート、パス、クリアする時に使う。   

アウトフロントキック（outfront－kick）  

「足の外側の甲」で蹴るキック。カーブをかけて、強くまたは比較的遠くにシュート、  

パス、クリアする時に使う。   

あがる（上がる）  

ミッドフィルダーやディフェンダーが攻撃に参加すること。  

守備から攻撃に移る時iこプレーヤーが自陣ゴールから離れること。ディフェンダーに対  

して「上がれ1」のように使う。   

あげる（上げる）  

攻撃iこおいてゴール前などの中央にボールをフィードすること。「センターリングを上  

げる」のように使う。「入れる とも言う。  

守備においてディフェンスラインをハーフウェーラインに近づけること。「守備ライン  

を上げる」のように使う。   

アシスト（assist）  

味方が得点できるようにパスを出すこと、または出したプレーヤー。   

あたる（当たる）  

ボールを持っている相手プレーヤーにショルダーチャージやタックルで当たること。チ  

ェックとかチャレンジとも言う。むやみに1対1で当たるのではなく、後方にカバーを  

するプレーヤーがいるとよい。   

アドバンテージ（advantage）   

反則があった場合に、反則された方が有利にゲームを進めていると主審が判断した時、ゲ  

ームを止めずに続けること。  

イエローカード（1▼ellow card）   

主審が試合中に「警告 を示すための黄色いカード。   

危険なプレーや反スポーツ的行為をしたと判断される以下の反左裾こ対して使われる。   

このような反則をしたプレーヤーに対し、主審はイエローカードを提示し、警告を与え   

る。   

警告2回（イエローカード2枚）でレッドカードが使われ「退場」になる。  

警告となる反則  

1．反スポーツ的な行為をした時  
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2．言葉または行動によって審判のFした決定に異議を示した時  

3．繰り返し反則を犯した時  

4．プレーの再開を遅らせた時  

5．フリーキックなどで決められた距離を離れない暗  

いれる（入れる）   

攻撃においてゴール前などの中央にボールをフィードすること。‾センターリングを入   

れる」のように使う。‾上げる」とも言う。   

選手交代で‾交代選手を入れる」とも使う。  

インサイドキック（inside－kick）   

「足首の内側」で蹴るキック。比較的近くに正確にシュート、パス、クリアする時に使   

う。  

インステップキック（instepLkick）   

「足の甲」で蹴るキック。真っ直ぐに、強くまたは比較的遠くにシュート、パス、クリ   

アする時に使う。  

インターセプト（intercept）   

パスをしている相手のボールを奪うこと。カットとも言う。  

インフロントキック（infront－kick）   

「足の内側の甲」で蹴るキック。カーブをかけて、強くまたは比較的遠くにシュート、   

パス、クリアする時に使う。  

ウ   

ウイング（Ⅵring）  

フォワードが3人以上いるフォーメーションの時に両端にいるフォワードのこと。   

ウイングバック（wing back）   

ディフェンダー（バック）が3人以上いるフォーメーションの時に両端にいるディフェ  

ンダーのこと。サイドバック。   

ウェッジコントロール（wedge control）   

足の裏、インサイド、アウトサイド、すねなどを使って地面にボールを押さえつけるよ  

うにコントロールする。キチンと三角形をつくること、斜めの屋根をつくることが大切。  

「クッションコントロール」の対語。   

うら（嚢）  

ディフェンスラインとゴールの間のスペース。このスペースにスルーパスなどのパスを   

入れて攻撃すると得点に結びつきやすい。「パスを裏に通す」「ディフェンスラインの  

裏を突く」のように使う。   



エ  

エンド（end）  

ハーフウェーラインの味方側と相手側を区別して呼ぶ時に、味方エンドと相手エンドと  

ナ 、丁‾    百つ。  

オ   

オウンゴール（脚n gOal）：OG  

味方のゴールにボールを入れてしまうこと。自殺点と呼ぶこともある。   

オーバーヘッドキック（overhead kick）  

空中にあるボールを自分の頭越しに後方へ蹴ること。  

クルッと回すと ‾バイシクルキック＿ とも言う。   

オーバーラップ（01rerlap）  

ディフェンダーが前線に上がり、攻撃に参加すること。   

オフェンシブ・ハーフ（offensive half）：OH  

攻撃的ミッドフィルダー（MF）。   

オフサイド（offside）  

相手サイドで、ボールより相手側で、2人目の相手チームのプレーヤーより相手ゴール  

に近いの位置を】オフサイドの位置」と言う。そうでない位置を‾ォンサイド＿と言う。  

「オフサイドの反則」は、いわゆる待ち伏せ行為を禁止するルールで、相手サイドでパ   

スを受けるプレーヤーより前に、相手チームのプレーヤーが2人以上いなければならな  

い。  

オフサイドの反則は、間接フリーキックが相手に与えられる。   

オフサイドトラップ（offside trap）  

守備の最終ラインを通常よりハーフウェーラインに近くにして、相手の ‾オフサイドの  

反則」を狙う高度な戦術のこと。  

相手チームがパスを出す直前に味方チームの守備ラインを上げ、パスを受ける相手チー  

ムのプレーヤーを残してオフサイドの反則にする。   

オープン攻撃（open offence）  

相手プレーヤーの少ない領域（オープンスペース）にパスを出して攻撃すること。  

コーナーフラッグ付近の両サイドのオープンスペースにパスを出すことが多いので、「サ  

イドアタック＿ とも言う。   

オープンスキル（open skill）   

絶えず変化して不安的な環境でなされ、予測が困難なスキルを指す。サッカーやバレー   

ボールなどの集団スポーツとテニスや柔道のような対人的スポーツである。対人動侃   

これに対し‾クローズド・スキル」は、環境な変化が少なく安定しており、予測が容易   

なスキルを指す。陸上、水泳、ゴルフなどの個人的スポーツでも単独の技能、ドリブル、   

パス、シュートなどを取り上げるとクローズドスキルとなる。個人技。   



オープンスペース（open space）   

相手プレーヤーのいない空いている領域。   

ここにパスを出すと相手守備陣を崩しチャンスを作ることができる。  

オブストラクション（obstruction）   

直接ボールにプレーしないで相手を妨害する行為。ルール改訂で【オブストラクション」   

と言う用語は使われなくなり、「インピード（impedes the progress of an opponent）」   

と言う表現に変わった。   

間接フリーキックが相手に与えられる。  

オンサイド（on side）   

オフサイドの反則」を取られない位置。  

カ   

カウンター攻撃（counter山attaCk）  

自陣での守備でボールを相手から奪い、縦パスやスルーパスを用いた速攻による逆襲、反撃。カウン  

ターアタックとも言う。   

かこむ（囲む）   

相手プレーヤーがパスをするところを探しているような時に、3～4人で囲むこと。囲  

むことによりパスを出せなくし、相手プレーヤーからボールを奪う戦術。   

かたまる（固まる）   

ボールの近くに多くのプレーヤーが集まってしまう状態。小学校低学年ではボールのあ  

る所に敵・味方とも大勢集まってラグビーのようになる。固まらないで人のいない所に   

散らばると得をすることをアドバイスし、オープンスペースの使い方を指導する。   

カバー（colrer）   

パスやシュートを出されやすい地域、味方プレーヤーの背後や移動した後の地域を注意  

して守ること。味方プレーヤーが相手プレーヤーのボールを奪うためにチャージやタッ   

クルをする時に、こぼれ球を奪ったり、抜かれた場合に備えること。   

壁パス  

壁に当てて跳ね返ってくるパスのように、パスを送った味方から素早くパスを返しても  

らうこと。またそのパスを第3の味方に即座にパスすること。   

ポストプレー、ワンツーリターンとも言う。   

間接フリーキック（indirect free kick）   

反則をされた側が与えられるフリーキックの一つ。キックされたボールが一度キッカー   

以外のプレーヤーに触れてからでないと、ゴールに入っても得点にならないフリーキッ  

ク。   



キ   

キッキング（kicking）   

相手プレーヤーを蹴る、または減ろうとする反則。直接フリーキックが相手に与えられ  

る。   

キックオフ（kick－Off）  

ゲームの開始や再開の時にセンターマークで行うキックのこと。  

ファーストタッチは相手陣側の前方に移動しなければならない。   

キックミス（kick－miss）  

キックを失敗すること。ボールを当てる足の位置・固定、脚の振り、立ち足の位置・柔  

軟性、体の向き・体勢、インパクトの習慣の目線などが悪いとキックミスとなる。子供  

の欠点を矯正する必要がある。  

キーパーチャージ（keeper charge）   

ゴールキーパーに対する不正なチャージ。   

相手チームのゴールキーパーに接触した場合、ほとんどこの反則を取られていたが、ル   

ール改訂で他のファウルチャージに含まれ、今は削除されている。  

キープ（keep）   

ボールを保持し、相手プレーヤーから奪われないようにすること。またはボールを保持   

し、味方プレーヤーが次の展開に移れるように時間を稼ぐこと。ボールを奪われないよ   

うにするには相手プレーヤーとボールの間に体を入れてスクリーニング（スクリーンプ   

レー）するとよい。  

ぎゃく（逆）   

相手ゴールに向かってボールのあるサイドとは反対側のこと。逆サイドにボールをパス   

することを「逆にふる（振る）」「サイドチェンジニ と言う。通常、ボールが無いサイ   

ドは守りが手薄になっているので、スムーズに攻めあがることができる。  

クッションコントロール（cussion control）   

浮いたボールをコントロールする。ボールの勢いを殺してその場に止めたり、方向を変   

えて持ち出したりする。「ウェッジコントロール」の対語。  

クリア（clear）   

危険な味方ゴール前のボールを、タッチラインの外などの安全な地域に蹴り出すこと。   

前方の味方にパスできるとよい。  

クロス（cross）   

フィールドの左右の中盤からゴール前やペナルティエリア内を狙ってロングキックをす   

ること。フィールドを斜めに横切る（クロスする）センターリング。  

クロスバー（crossbar）   

ゴールを作っている3本の柱のうち地面と平行な棒。  
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ケ   

警告（caution）  

反スポーツ的行為などの反則でイエローカードを示されること。   

けす（消す）  

シュートやパスのコース、ドリブルの進路に立って相手の邪魔をして守備すること。「パ   

スのコースを消す＿「シュートコースを消す＿ のように使う。相手の速攻の時、ディフ  

ェンダーはむやみに相手プレーヤーにタックルするより、しっかりと落ち着いてパスや  

シュート、ドリブルのコースを消して、時間を稼いで味方守備態勢を整えるとよい。   

ゲームフリージング（game－freezing）   

ゲーム練習の際に指導が必要な場面があった場合、コーチが全体の動きを止めて指導を  

行うこと。  

コ  

コイントス（cointoss）   

競技の開始前に審判がコインの裏表に対応するチームを決め、コインをトスする。出た   

コインの面に対応するチームが「エンド」を選択し、他方のチームはキックオフを行う。  

コーナーキック（corner kick）：CK   

守備側のプレーヤーに触れたボールがゴールラインを越えた場合のゲームの再開方法。   

ただし、ゴールポスト間を通り失点になる場合を除く。   

攻撃側がゴールラインを越えた地点に近い側のコーナーアークからキックする。  

コーナーフラッグ（corner flag）   

フィールドの4隅に立てたポストにつけたフラッグ（旗）。このポストをコーナーフラ   

ッグポストと言う。  

ゴールキック（goalkick）：GK   

攻撃側のプレーヤーに触れたボールがゴールラインを越えた場合のゲームの再開方法。   

ただし、ゴールポスト間を通り得点になる場合を除く。   

守備側がゴールエリアからペナルティエリアの外にボールをキックして再開する。   

もしボールがペナルティエリアの外に出る前に、敵味方問わず他のプレーヤーがボール   

に触わったらやりなおしになる。小学生1～2年生で多く起きるので指導が必要。  

ゴールキーパー（goalkeeper）：GK   

ゴールを守る役目のプレーヤー。自陣のペナルティエリア内では、ボールを手で扱うこ   

とができる。   

他のプレーヤー、審判とは違う色のユニフォームを着なければならない。  

ゴールゲッター（goalpgetter）   

よく得点するプレーヤー。フォワードや攻撃的なミッドフィールダーが多い。ストライ   

カーとも言う。  

ゴールポスト（goal－pOSt）   

ゴールを作っている3本の鉄柱のうち地面に垂直に立っている2本の柱。  
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サ   

サイドアタック（side attack）  

タッチライン側のスペースを使って攻撃する戦術。主としてサイドバックやウイングバ  

ックが走り込むことが多い。「オープン攻撃」とも言う。   

サイドコーチ（side－COaChing）  

試合中のベンチや応援席からの声。  

サイドチェンジ（side change）   

相手ゴールに向かってボールのあるサイドから道側のサイドにロングパスを送ること。   

通常、ボールが無いサイドは守りが手薄になっているので、スムーズに攻めあがること   

ができる。  

サイドネット（side－net）   

ゴールネットのうち、ゴールの横側の部分のこと。「サイドネットに突き刺さるシュー   

ト」「惜しくもシュートはサイドネットに外れた」のように使う。サイドネットを狙っ   

てシュートを打てる子供はかなり上手。  

サイドバック（side back）   

ディフェンダー（バック）が3人以上いるフォーメーションの時に両端にいるディフェ   

ンダーのこと。ウイングバック。  

さがる（下がる）   

ミッドフィルダーやディフェンダーが守備に戻ること。   

攻撃から守備に移る時にプレーヤーが自陣ゴール方向に戻ること。ディフェンダーやミ   

ッドフィルダーに対して「下がれ！」のように使う。「戻る」「引く」とも言う。  

さげる（下げる）   

守備においてディフェンスラインをゴールに近づけること。「守備ラインを下げる」の   

ように使う。  

シ  

システム（svstem）  

プレーヤーの配置の方法や動き方。守備と攻撃を効率的に行うための原則的なポシショ  

ンを決めるもので、3－5－2、4－4－2、4【3－3などのシステムがある。   

ジャンピングアット（jumping at）  

相手プレーヤーに飛びかかる反則。直接フリーキックが相手に与えられる。   

ジャンピングヘッド（jumping head）   

高めのボールにジャンプしてするヘディング。   

シュートレンジ（referee）   

ゴールが決まる可能性の高いシュートを打てる範囲。普通ペナルティエリア付近のこと  

を言う。   



主審（referee）   

試合をコントロールするメインの審判員。審判員は1試合につき、主審1人、副審2人   

で行う。試合中のすべての判定を主審が担当する。  

ショートコーナー（short corner）   

コーナーキックの時に、すぐ近くにいる味方プレーヤーにパスを出して、そこからゴー   

ル前にボールをつないで攻める戦術。相手ディフェンダーが守備体系を整える前に素早   

くやるとよい。  

ショートパス（short pass）   

距離の短いパス。インサイドキックやアウトサイドキックを使うことが多い。小学生低   

学年では確実にショートパスをできるように指導したい。距離の長いパスはロングパス   

と言う。  

ショルダーチャージ（sholder charge）   

ひじから肩にかけての部分で相手を押すこと。相手からボールを奪う技術。ひじが体か   

ら離れるとファウルチャージやプッシングの反則になる。  

シンガー ド（shinguards）   

すね当て。すねを保護する用具で、競技規則で身につけることを定められている。プラ   

スチックや硬質ゴムでできている。つけていないと相手プレーヤーとの接触、タックル、   

キックにより打撲・骨折の危険性が高くなる。  

ス  

スイッチ（switch）   

ボールを持っている味方のプレーヤーに向かって走り、交差する時にボールを受けるプ  

レー。交差する時に受け渡さなければ「ダミー」になる。   

スイーパー（sweeper）   

相手プレーヤーをマークせず、ディフェンダーの㍉・番後で、カバーリングや他のディフ  

ェンダーヘの指示を出す役目のプレーヤー。  

センターバックのノーつで、チャンスの時には攻撃にも参加するプレーヤーをリベロと呼  

ぶ。   

スクリーニング（screening）  

ボールと相手の間に自分の体を入れて相手からボールを見えなくすること。ボールをキ  

ープする基本。   

スクリーンプレー（screen play）  

ボールと相手の間に自分の休を入れて相手の守備を防ぐこと。ボールキープや壁パスの  

時に使う。   

スタンディング・タックル（standing tackle）  

上体を起こし立った状態でタックルすること。ショルダーチャージをして相手の体勢を  

崩すとよい。  
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スタンディング・ヘッド（standing heading）   

上体を起こし立った状態で両足を地面につけてヘディングすること。両足は肩幅に広げ   

て立つか、両足を前後に開いて立つ。  

ストッパー（stopper）   

相手のフォワードをマークして攻撃を阻止するディフェンダー。センターバックの一つ。  

ストッビング（stopping）   

ボールコントロールの技術。浮いたボールをコントロールする。ボールの勢いを殺して   

その場に止めたり、方向を変えて持ち出したりする。   

これに対し、足の要、インサイドなどを使って地面にボールを押さえつけるようにコン   

トロールすることをトラップまたはトラッピングと言う。  

ストライカー（striker）   

シュートをする役目のプレーヤー。   

基本的にはフォワードのプレーヤーがこれに該当し、センターフォワード（CF）がス   

トライカーであることが多い。   

そのチーム内で特にシュートを多く決めるプレーヤーを‾エースストライカー」と呼ぶ。  

ストライキング（striker）   

相手プレーヤーを殴る、または殴ろうとする反則。直接フリーキックが相手に与えられ   

る。  

すねあて（shinguards：すね当て）   

シンガー ド。すねを保護する用具で、競技規則で身につけることを定められている。プ   

ラスチックや硬質ゴムでできている。つけていないと相手プレーヤーとの接触、タック   

ル、キックにより打撲・骨折の危険性が高くなる。  

スピッティング（spitting）   

相手プレーヤーにつばを吐きかける反則。直接フリーキックが相手に与えられる。  

スペース（space）   

自由にプレーできるフィールドポジション。   

オープンスペース、スペースを使う、スペースをつくる、敵にスペースを与えないなど   

と使われる。  

スライディング・タックル（sliding tackle）   

上体を倒した状態で体を投げ出し片脚を伸ばしてタックルすること。相手がシュート、   

センターリングをしようとしている間際やドリブルしている時に、スライディングして   

ボールを蹴り出したり、奪う。切羽詰まった状態で行うタックルであり、見掛けの格好   

はよいが、しっかりとパスやドリブルのコースを消す方が大切である。   

体を投げ出すので地面への手・腕のつき方に注意しないと、骨折・捻挫の危険性がある。   

また腰の外側を地面に擦ることが多いので、擦り傷や打撲に気をつける必要がある。  

スリーS（three S）   

サッカーにおいて最も重要な3要素。1970年代に言われた。  

・Sp e e d（スピード：速さ）  

・S t amin a（スタミナ：持久力）  

・Spirit（スピリット：精神力）  
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スリーB（three B）   

サッカーにおいて最も重要な3要素。   

・B r aiIl（ブレイン：頭脳）   

・Bo dy Balan c e（ボディバランス）   

・B allCon t r ol（ボールコントロール）  

スリースピード（three speed）   

サッカーにおいて最も重要なスピードの3要素。   

・BallS p e e d（ボールの速さ）   

・Run nin g S p e e d（走る速さ）   

・Thinkin g S p e e d（判断の速さ）  

スルーパス（through－paSS）   

相手ディフェンダーの間をすり抜けるパス。   

このパスが通れば決定的なチャンスが生まれる可能性が高くなる。  

スローイン（throⅥ7－in）   

ボールがタッチラインを越えた時、最後にボールに触わったプレーヤーの相手チームに   

与えられるゲームの再開方法。ボールがフィールドに入った瞬間にインプレーとなる。   

両手でボールをつかみ、頭の後方から頭上を通して、フィールドに体の正面から投げ込   

む。両足が地面から離れてはならない。   

いずれかの違反をするとファウルスローとなる。  

セ   

セットプレー（set plalr）  

スローイン、コーナーキック、フリーキックなど止まったボールからプレーを再開する  

こと。   

セーブ（salγe）  

ゴールキーパーが横や斜め前などに飛び、倒れながらボールをつかむ技術。セービング  

とも言う。   

せる（競る）   

相手プレーヤーとボールを奪い合う、またはヘディングする時に落下点をめぐって競り  

合うこと。   

ボールウォッチャーになってしまい、競ることを忘れる子供が時折見られる。サッカー  

はボールを奪い合うゲームの一つであり、積極的に競ることにチャレンジさせたい。   

線審（1ines man）   

副審のこと。「ラインズマン」とも呼んだが、ルール改訂で呼称変更された。   

センターバック（center back）：CB   

中央のディフェンダー。スイーパー、ストッパー、リベロなどはセンターバック。   

センターフォワード（center forward）：CF  

中央のフォワード。ストライカー、ゴールゲッターが多い。  
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センターリング（centering）   

相手陣地のタッチライン付近から中央のゴール前にいる味方プレーヤーに出すパス。  

ソ  

連攻  

守備から攻撃に移る時に、縦パスやスルーパスを用いたり、縦への早いドリブルを用い  

た素早い攻撃。これに対し、ゆっくりとパスを回しての時間をかけた攻撃を「遅攻」と  
十 、■■‾  

百つ。   

ゾーンディフェンス（zone defence）   

それぞれのディフェンダーが守る範囲（ゾーン）を決めておく守備の方法。「マンツー  

マン・ディフェンス」の対語。   

ゾーンプレス（zone press）  

ディフェンダー（DF）からフォワード（Fl1r）までの距離を約30メートル前後に保ちな  

がら試合を進める戦術。  

攻撃時にはミッドフィルダー（MF）やDFもフォローに入り、守備の時にはボールを持  

った相手に付近の3人ですばやく囲む。これにより攻撃に厚みを増し、守備の時にも相  

手がパスを出しにくくなるが、通常よりも体力を消耗しやすく、DFとゴールキーパー   

（GK）の間に大きなスペースがあいてしまう場合がある。  

夕   

退場（sending－Off）  

悪質な危険行為や反スポーツ的行為などの反則でレッドカードを示されること。   

ダイビングヘッド（diving head）  

低めに浮いたボールにダイビングして、つまり飛び込んでするヘディング。   

ダイレクト（direct）  

パスに対して直接シュートまたはパスすること。ダイレクトシュート、ダイレクトパス  

と使う。  

ワンタッチ。省略して「ダイレ」とも言う。   

だす（出す）  

味方プレーヤーやオープンスペースにパスをすること。「パスを出す」と使う。  

混戦などでボールを外にクリアすること。  

選手交代で「交代選手を入れてⅩⅩを出す」とも使う。   

タックル（tackle）  

相手プレーヤーの保持しているボールを狙って足で当たること。スタンディング・タッ   

クルとスライディング・タックルがある。ラグビーのタックルのように相手をつかんで  

はいけない。   

タッチライン（touchline）   

フィールドの長い方の端のライン。  
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縦パス   

相手陣への方向を ‾縦」と言う。相手陣方向へのパスで、ロングパスまたは比較的長い   

スルーパスである。  

たまだし（球出し）   

ボールをパスすること。正確なだけでなく、スピードやタイミングが受け手にとって処   

理しやすいパスを出せることを ‾球出しが良い」と言う。その反対は ‾球出しが悪い」   

と言う。  

たまばなれ（球離れ）   

ボールをパスすること。正確なだけでなく、スピードやタイミングが受け手にとって処   

理しやすいパスを出せることを ‾球出しが良い」と言う。その反対は ‾球出しが悪い」   

と言う。  

ダミー （dum耶r）   

ボールを持っている味方のプレーヤーに向かって走り、ボールを受け渡さないで交差し、   

相手プレーヤーを惑わすプレー。   

交差する時に受け渡せば「スイッチ」になる。  

ため（溜め）   

ボールをキープし相手プレーヤーを引き付けてスペースを作ったり、味方プレーヤーの   

攻撃態勢が整うように時間を稼ぐこと。また攻撃する時にゴール前への突進を控えて少   

し引き気味の位置でチャンスを待つこと。  

ターン（turn）   

ドリブルやトラップ、ストッピングの時に方向転換すること。相手プレーヤーを抜く時   

やかわす時にターンする。   

ボールを受けるプレーヤーがフリー（相手プレーヤーが接近していない）の時に、近く   

の味方プレーヤーが ‾ターン！」とコーチングの声をかける。相手プレーヤーが接近し   

ている時には「マノン！」（man on）と声をかける。  

チ   

遅攻  

守備から攻撃に移る時に、ゆっくりとパスを回したり、ゆっくりとしたドリブルで時間  

をかける攻撃。これに対し、縦パスやスルーパスを用いたり、縦への早いドリブルを用  

いた素早い攻撃を「速攻」と言う。   

チップキック（tip－kick）  

‾足の甲のつま先側」で蹴るキック。地面にあるボールの下側を蹴って、ボールを浮か  

す高等技術。ボールを高く上げて相手を越したい時のパス、蹴り足をバックスイングせ  

ずフワリと浮かすループシュートなどに使う。   

直接フリーキック（direct free kick）  

反則をされた側が与えられるフリーキックの一つで、キッカーが直接ゴールを狙って得  

点できるフリーキックのこと。  
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ツ  

ツートップ（two tops）  

前線にフォワード2人を配置する攻撃のフォーメーション。トップが1人の場合には「ワ  

ントップ」と言う。  

テーピング（taping）  

ケガの予防、再発予防、応急処置のために、もも・ひざ・足首・関節等をテープで固定  

して動きを制限すること。  

ディフェンスライン（defenceLline）   

センターバックとサイドバックで構成する守備の隊形。守備ライン。相手プレーヤーを   

オフサイドの反則にすることができるようにハーフウェーラインと平行な列にすること   

が多い。ディフェンダーの連携が良くないと裏を突かれたり、オフサイドの反則が成立   

しないで攻め込まれる。  

ディフェンシブ・ハーフ（defensive half）：DH   

守備的ミッドフィルダー（MF）。  

ディフェンダー（defender）：DF   

相手フォワードの攻撃を阻止する守備中心のプレーヤー。   

スイーパー、ストッパー、リベロ、サイドバックなどがこの分類に入る。  

デンジャラスプレー（dangerous play）   

主審が危険と判断するプレー。   

相手プレーヤーと接近している時に、足を高く上げたり、オーバーヘッドキックやダブ   

ルキック（両足のキック）をするプレー。ゴールキーパーがボールを持っているのに、   

そのボールを蹴ろうとしたり、足を上げるプレー。相手プレーヤーがキックしようとし   

ている低いボールにヘディングする、などの反則。   

間接フリーキックが相手に与えられる。  

トウキック（toe－kick）  

「つま先」で蹴るキック。比較的近くで脚を振ることができない状態で、つまり相手と   

競り合っており相手より早くボールに触れたい場合、インステップやインサイドで蹴る   

余裕がない場合、意表をつきたい場合、水溜まりにボールが入っている場合、などにシ   

ュート、パス、クリアする時に使う。  

トラッピング（trapping）  

トラップすること。転がってきたり、飛んできたボールを止めてコントロールすること。  
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トラップ（trap）  

トラッピング。転がってきたり、飛んできたボールを止めてコントロールすること。   

これに対し、浮いたボールの勢いを殺してその場に止めたり、方向を変えて持ち出した   

りすることをストッピング（単にストップ）と言う。  

トリッピング（tripping）   

足を使ったり、相手の前や後で身をかがめたりして相手プレーヤーを引っかけて倒す、   

または倒そうとする反則。   

直接フリーキックが相手に与えられる。  

ドリブル（drible）   

ボールを足で運ぶこと。通常は足元でボールを扱うが、軽く蹴って走る時には ‾ラン・   

ウイズ・ザ・ボール」と言う。  

ドロー（draw）   

試合を引き分けること。  

ドロップキック（drop－kick）   

地面に落ちてはね返った瞬間のボールのキック。ハーフボレーキックとも言う。浮き球   

を直接蹴ることをボレーキックと言う。  

ドロップボール（drop－ball）   

ボールがインプレーの時に、得点・反則などの他に競技規則に規定されていない理由に   

よって必要が生じた一時的停止の後に試合を再開する方法。   

プレーを停止した時にボールがあった地点で主審はボールをドロップする。ボールが地   

面に触れてからプレーヤーがボールに触れた時にインプレーになる。   

▼ ▲   
㌧▲  

ニアサイド（near－Side）  

ゴールとゴールを結ぶ線でフィールドを半分に分け、ボールを持っているプレーヤーの  

いる近い側をニアサイドと言う。遠い側をファーサイドと言う。   

ニアポスト（near－pOSt）  

サイドアタックにおいてボールに近い側のポスト。ニアポストにセンターリングをあげ  

る、ニアポストに走り込む、と言うように使う。遠い側のポストをファーポストと言う。  

ぬく（抜く）   

ドリブルやフェイント、ターンで対面している相手プレーヤーを引き離すこと。スピー   

ドで抜いたり、タイミングでかわしたり、ショルダーチャージで相手プレーヤーの態勢   

を崩してかわす。  
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／＼  

パサー（passer）  

ストライカーがゴールを決めるための最終パスや、相手守備陣を崩すスルーパスを出す、  

パスが得意なプレーヤー。   

はさむ（挟む）  

相手プレーヤーがボールを保持している時に、2人で挟んでコースを限定してパスを出  

せなくしボールを奪う戦術。1人がチャージやタックルでチャレンジし、もう1人がカ  

バーしてこぼれ球を奪う。   

パスミス（pass－miss）  

パスを失敗すること。キックの精度だけでなくコース、強さ、高さ、スピード、タイミ  

ングが受け手と合わないと失敗する。   

バック（back）：BK  

守備を役目とするプレーヤー。ディフェンダー。   

バックチャージ（back charge）  

相手プレーヤーの背中を後方からチャージする反則。不正なチャージの一つ。直接フリ  

ーキックが相手に与えられる。   

バックパス（back pass）  

ボールを保持している時に攻撃する方向とは逆に、後方の味方プレーヤーにパスするこ  

と。相手守備態勢が整っている時に一旦バックパスして、後ろのプレーヤーにサイドチ  

ェンジ、センタリングや縦パスなど別の攻撃を仕掛ける。   

ハットトリック（hat trick）   

1人のプレーヤーが1試合で3得点すること。  

また1試合6得点でダブルハットトリックと言う。  

帽子のマジックのように凄いというところからこの名前がついている。   

ハーフ（half）  

フォワードとディフェンダーの中間のポジション。両ポジションのつなぎ役で攻撃と守  

備の両方に関わる。ミッドフィルダー仇IF）。  

特に守備重視のハーフを守備的ミッドフィルダー、ディフェンシブハーフと呼び、攻撃  

重視のハーフを攻撃的ミッドフィルダー、オフェンシブハーフと呼ぶ。ボランチもディ  

フェンシブハーフの分類に入る。  

前半と後半の各ハーフのこと。試合の競技時間を指して「45分ハーフ」のように使う。   

ハーフタイム（halftime）  

試合の前半と後半の間の休み時間。   

パンチング（punching）  

ゴールキーパー（GK）がゴール前に飛んでくるパスやシュートをキャッチする余裕が無  

い場合に、握りこぶしでボールを弾き飛ばすプレー。  

攻撃の組み立てが始めやすいのでキャッチした方がよいが、キャッチする余裕がない時  

にはフアンブルの危険があるのでパンチングする。  
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パントキック（pant kick）   

ゴールキーパー（GK）がボールを軽く浮かせバウンドさせずにキックすること。   

バウンドした直後に蹴ることを「ハーフボレーキック」、あるいは「ドロップキック」   

と言う。  

ハンドリング（handling）   

手・腕でボールを扱う反則。偶然手に触れた場合など、故意でなければ反則とならない。   

略して「ハンド」と言うことが多いが、手（hand）ではなく、手・腕で「扱う」（handle）   

反則。手・腕でボールを扱えるのは自陣のペナルティエリアのゴールキーパーだけであ   

る。  

ヒ  

ひく（引く）  

ミッドフィルダーやディフェンダーが守備に戻ること。   

攻撃から守備に移る時にプレーヤーが自陣ゴール方向に戻ること。ディフェンダーやミ  

ッドフィルダーに対して「引け㌧ のように使う。「下がる 「戻る」とも言う。   

PK合戦  

同点のまま試合が終了した時に、勝敗を決めるために行う。   

両チームから5人ずつ出て、交互にペナルティキックを行い、得点の多いチームの勝利  

とする。5人ずつ終わった時に同点の場合は、1人ずつのサドンデス方式になる。   

ピッチ   

試合を行う場所で芝生の生えているところ。フィールド。   

ビブス   

袖なしのシャツ。背番号が付いて網状の生地でできている。   

練習着やユニフォームでチームを識別する時に便利。ミニゲームや鬼ごっこなどでも使  

える。   

ヒールキック（heel－kick）   

「かかと」で蹴るキック。近くで後方に、または頭越しに意表を突くシュー ト、パスを  

する時に使う。   

ひらく（開く）   

ボールを保持しているプレーヤーから離れ、左右のオープンスペースに位置取りするこ  

と。「オープン攻撃＿「サイドアタック＿。小学生低学年では固まることが多いので、  

開く練習が大切になる。  

フ  

ファーサイド（far－Side）  

ゴールとゴールを結ぶ線でフィールドを半分に分け、ボールを持っているプレーヤーの  

いない遠い側をファーサイドと言う。近い側をニアサイドと言う。  
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ファーポスト（far－pOSt）   

サイドアタックにおいてボールに遠い側のポスト。ファーポストにセンターリングをあ   

げる、と言うように使う。近い側のポストをニアポストと言う。  

ファウルスロー（roulthroⅥ7）   

不正なスローイン。同じ位置から相手チームがスローインし再開する。  

ファウルスローの例   

・投げた後に足が上がっている（地面から離れている。ジャンプしてはいけない）   

・ラインを踏み越している   

・体の向きと違った方向に投げている   

・ボールが頭上を通過していない（ボールを首の後ろから前に投げるのが正しい）  

ファウルチャージ（foulcharge）   

相手プレーヤーに対して乱暴な、または危険なチャージをした反則。不正なチャージの   

総称。直接フリーキックが相手に与えられる。  

フアンブル（rtlmble）   

ゴールキーパー（GK）がボールをお手玉し、ボールを取りこぼすこと。相手に得点され   

る致命的なミスになりやすいので、無理にキャッチするよりもパンチングした方が良い   

場合もある。  

フィード（reed）   

パスを出すこと。センタリング、クロス、縦パス、スルーパスなどを味方プレーヤーに   

送ること。  

フィニッシュ（rinish）   

センタリングやスルーパスから最終的にゴールにシュートし得点すること。  

フィールド（field）   

サッカーの試合を行うコート。ピッチとも言う。   

主なフィールドの部位（FieldlIarking）   

・クロスバー（crossbar）：ゴールのゴールポストの頂点を結ぶ水平な部分。   

・コーナーアーク（corner arc）：コーナーフラッグポストから半径1mの四分円。通  

称コーナーエリアとも言う。   

・コーナーフラッグポスト（corner flagpost）：フィールドの4隅に立てるフラッグを  

付けたポスト。   

・ゴール（goal）：ゴールラインの中央に、コーナーフラッグポストから等距離に垂直  

に立てられた2本のポストと、その頂点を結ぶ水平なクロスバーとからなる。色は  

白でなければならない。   

・ゴールエリア（goalarea）：ゴールキックをする時にボールをエリア。  

tゴールポスト（goalpost）：地面に垂直に立てられたゴールのポスト（柱）   

・ゴールライン（goalline）：フィールドの短い方の2本の境界線。   

・センターサークル（centercircle）：センターマークを中心とする半径9．15m（1  

0ヤード）のサークル。  

rセンターマーク（center mark）：ハーフウェーラインの中央のマーク。   

・タッチライン（touchline）：フィールドの長い方の2本の境界線。  
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・ハーフウェーライン（halfwayline）：フィールドを半分に分けるライン。   

・フラッグポスト（flagpost）：ハーフウェーラインの延長でタッチラインから1m以  

上離して立てるフラッグを付けたポスト。   

・ペナルティアーク（penalty arc）：ペナルティマークから半径9．15m（10ヤー  

ド）のアークでペナルティエリアの外側に描く。   

・ペナルティエリア（penalty area）：自陣ゴールキーパーが手でボールを扱えるエリ  

ア。   

・ペナルティマーク（penalty mark）：ペナルティキックをする時にボールを置くマー  

ク。  

フィールドプレーヤー（field－player）   

ゴールキーパー以外のプレーヤー。  

フェイント（faint）   

ドリブルで相手を抜く時などに、蹴るふりやスピードの変化・方向転換等で相手を惑わ   

し、引き離す技術。  

フォーメーション（formation）   

攻撃、もしくは守備の隊形。「システム】とも言う。  

フォロー（foll胴7）   

味方プレーヤーの援護に行くこと。カバー。  

フォワード（forward）：FW   

相手の守備陣を突破して得点をする役目の攻撃中心のプレーヤー。  

副審（assistant referee）   

タッチライン沿いに1人ずつ計2人配置される審判。   

副審の役割は、ボールがフィールドから出た時、オフサイドの反則が成立した時、タッ   

チライン付近で反則があった時などにそのことを主審に知らせることである。   

副審には試合に関する決定権はなく、副審の合図をもとに主審が最終決定をする。   

主審が審判を続行できなくなった場合は、副審が代わりに主審を務めることもある。そ   

の場合は予備審判が副審の代わりとなる。   

ルール改訂前は線審、ラインズマンと呼ばれた。  

プッシング（pushing）   

相手プレーヤーを手などで押す反則。直接フリーキックが相手に与えられる。  

フリー（free）   

相手プレーヤーが接近していない状態。相手プレーヤーにマークされていない状態。   

ボールを受けるプレーヤーがフリーの時に、近くの味方プレーヤーが「フリー！」とコ   

ーチングの声をかける。  

フリーキック（free kick）：FK   

反則を受けた側が得られる妨害なしのキック。相手チームはボールから9．15m（10   

ヤード）離れなければならない。   

反則の種類によって直接フリーキックと間接フリーキックがある。  
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ふる（振る）   

逆サイドにロングキックする。「逆サイドに振る」のように使う。相手守備陣形を崩し   

たり、逆サイドのオープンスペースを使って攻撃する時に振ることが多い。  

プレースキック（place－kick）   

地面に置いたボールのキック。フリーキックやコーナーキック、ゴールキック、ペナル   

ティキックはプレースキック。地面を蹴ってしまうことがあるので注意が必要。  

へ  

へディング（heading）  

頭でボールを扱うこと。頭と言っても「ひたい（額）」「おでこ」「頭髪の生え際」に  

ボールをあてる。  

スタンディングヘッドやジャンピングヘッド、ダイビングヘッドがある。   

ペナルティエリア（penalty area）  

フィールドのゴール前にある長方形の枠2つのうち広い方。  

自陣ペナルティエリアで直接フリーキックとなる反則をすると相手チームにべナルティ  

キック（PK）が与えられる。   

ペナルティキック（penalty kick）：PK  

プレーヤーが自陣のペナルティエリア内で直接フリーキックとなる反則を犯した時に与  

えられるキック。  

ペナルティエリア内のペナルティマークから蹴る。キッカーとゴールキーパー以外はペ  

ナルティエリアとペナルティアークの内側に入ってはいけない。  

ホ   

ホイッスル（whistle）  

主審の笛。   

ポストプレー（pos卜plalr）  

柱（ポスト）にパスをあてて、跳ね返りを受ける時の「柱役」のプレー。壁パスを使う  

ことが多い。   

ボディシェイプ（body－Shape）  

ボールを受けた時の体の向きや体勢。次のプレーに速く移れる良い体勢を「グッド・ボ  

ディシェイプ」と言う。   

ボランチ  

守備重視のミッドフィルダー休4F）で、攻撃の起点となるプレーヤー。MFの最後方に  

位置して相手の攻撃の流れを読み、ディフェンダー（DF）が守りやすいように相手プレ  

ーヤーの動きをコントロールするポジション。本来の言葉の意味は「卓のハンドル」。  

2人のボランチのシステムでは「ドイスボランチ」「ダブルボランチ」と言う。3人だ  

と「トレスボランチ」。  
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ボールウォッチャー（ball－WatCher）   

ゲーム中にボールを持っているプレーヤー以外が、ボールに集中するあまりに立って見   

入ってしまう悪い状態。  

ホールディング（holding）   

手を使って相手プレーヤーを押さえる反則。直接フリーキックが相手に与えられる。  

ボールリフティング（ball－1ifting）   

ボールを足、もも、頭などで地面に落さないようにする技術。足で扱う時には、ボール   

を「蹴上げる」と言うよりも、「引き上げる」「押し上げる一感覚が大切。   

正確にボールにあてることと、集中力・持続力を付けることができる。  

ボレーキック（volley kick）   

浮き球を直接蹴ること。フロントボレー：体の正面でのボレー、サイドボレー：体の横   

でのボレー、ジャンプボレー：ジャンプして体を空中に浮かせてのボレー、オーバーヘ   

ッドボレー （オーバーヘッドキック）：足を頭越しに蹴り上げてのボレーなどがある。   

バウンドした直後に蹴ることをハーフボレーキック、あるいはドロップキックと言う。  

マ  

マーク（mark）  

フォワードやミッドフィールダーなどの相手攻撃プレーヤーの側に付いて守備をするこ  

と。マン・ツー・マンでマークすることもある。   

マノン（man－On）  

プレーヤーがパスを受ける際、相手にマークされている状態。  

味方プレーヤーに声をかけて相手の状態を教えるコーチングに使う言葉。   

「相手が来ている！」の英語で「hIan on！」（Fマノン』と発音する）からきた言葉。   

マンツーマン（man to man）   

1人の選手が相手1人をぴったりマークする守備方法。「ゾーンディフェンス」の対語。  

ミスパス（missed pass）   

失敗したパス。キックの精度だけでなくコース、強さ、高さ、スピード、タイミングが   

受け手と合わないと失敗する。  

ミッドフィルダー（midfielder）：MF   

フォワードとディフェンダーの中間のポジション。両ポジションのつなぎ役で攻撃と守   

備の両方に関わるハーフ。   

特に守備重視のミッドフィルダーを守備的ミッドフィルダー、ディフェンシブハーフ（D   

H）と呼び、攻撃重視のミッドフィールダーを攻撃的ミッドフィルダー、オフェンシブハ   

ーフ（OH）と呼ぶ。ボランチも守備的ミッドフィルダーの分類に入る。  

21   



ミドルレンジ（middle range）   

センターサークルからペナルティアーク付近までの中盤。ミドルレンジからのシュート   

はロングシュートである。  

モ  

もちすぎ（持ち過ぎ）   

ドリブルなどでボールを保持しすぎ、シュートやパスの機会を失うこと。あまり持ち過  

ぎると、味方プレーヤーと協力できずチャンスを潰してしまう。   

もつ（持つ）   

ドリブルなどでボールを保持すること。キープすること。   

もどす（戻す）  

バックパスをすること。相手守備態勢が整っている時に一旦後方の味方プレーヤーにバ  

ックパスして、サイドチェンジ、センタリングや縦パスなど別の攻撃を仕掛ける。   

もどる（戻る）  

ミッドフィルダーやディフェンダーが守備に戻ること。  

攻撃から守備に移る時にプレーヤーが自陣ゴール方向に戻ること。ディフェンダーやミ  

ッドフィルダーに対して「戻れ」」のように使う。「下がる」「引く」とも言う。  

ヨ  

用具  

プレーヤーが身につけなければならない基本的な用具を競技規則で定めている。   

・ジャージまたはシャツ：a jerslT or shirt   

・ショーツ：Shorts   

・ストッキング：StOCkings   

・すね当て（シンガード）：Shinguards   

・靴（スパイク、シューズ）：footwear  

※サーマル・アンダーショーツを着用する場合には、ショーツの主な色と同色とする。   

横パス   

攻める方向、つまり相手陣に向かって左右の横方向に出すパス。これに対して、前方に  

出すパスを ‾縦パス」と言う。   

予備審判（fourth official）   

第4の審判員。国際試合などの大きなト一夕メントおよび競技会では予備審判が1人待  

機する。  

主審や副審が審判を続行できない場合に代わりに主審や副審となる。  

また、試合中に主審や副審に見えていない場所での悪質な反則などを、ハーフタイムに  

知らせることもある。   

予備審判の役割と任務は国際評議会（InternationalF．A．Board）で承認されたガイドラ  

インに従う。  
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ラ  

ライナー（1iner）  

弾道が低く、速いキック、パス、センタリング、クロス。これに対して、高目のボールは  

ロビング。   

ラインズマン（1inesman）   

線審のこと。ルール改訂で副審に変わった。   

ラインズマン・フラグ（1inesman flag）  

ラインズマンが持つフラグ（旗）。スローインのチーム、オフサイドの反則、ゴールキ  

ックかコーナーキックか、ゴールインなどの時にフラグを使って方向・位置などを示す。   

ラストパス（1ast pass）  

フィニッシュのシュートにつながる最終的なパス。   

ラダー（1adder）   

縄梯子（はしご）。ステップ練習に使用する。幅・間隔とも40cmくらいでよい。  

リターンパス（return pass）   

パスを出した選手に、それを受けた選手が返す・戻すパス。ワンツーリターン、壁パス。  

リベロ（1ibero）   

スイーパーの中でも、守備だけでなく、チャンスの時には攻撃にも参加するセンターバ   

ック。イタリア語の ‾自由」。  

両足タックル   

両足を揃えてのスライディングタックル。デンジャラスプレーで反則になることが多い   

危険なタックル。  

ル   

ループシュート（loop shoot）  

フワリとボールを浮かせゴールキーパーの頭を越えて狙うシュートのこと。  

ボールが弧（ループ）を描くことからこの名前がついた。  

ゴールキーパーが前に飛び出している時に有効なシュート。  

レ   

レッドカード（red card）   

主審が試合中に「退場」を示すためのカード。   

イエローカードよりも悪質な危険行為や反スポーツ的行為をしたと判断される以下の反   

則に対して提示される。このような行為を犯したプレーヤーに対し、主審はレッドカー   

ドを提示し ‾退場」を命じる。  
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退場となる反則   

1．著しく不正な行為をすること  

2．乱暴な行為をすること  

3．相手のプレーヤーにつばを吐きかけること  

4．ゴールキーパー以外のプレーヤーが手を使って決定的なゴールを阻止すること  

5．相手プレーヤーの決定的なゴールを不正な手段で阻止すること  

6，攻撃的、侮辱的な発言をする  

7．同じ試合の中で2つ目の警告を受ける  

レフリー（referee）   

主審のこと。  

ロ  

ロスタイム（loss time）   

試合中、ケガの処置や交代などに費やすに時間は主審が時計を止め、掲示板などにある   

時計がタイムアウトになっても、主審の時計がタイムアウトになるまで試合が続行され   

る間の時間。   

最近の公式戦などでは後半のロスタイムを表示するようになった。インジュリータイム  

（injury time）とも言う。  

ロビング（lobing）   

弾道が高いキック、パス、センタリング、クロス。これに対して、低く速いのボールはラ   

イナー。  

ロングスロー（long throw）   

飛距離の長いスローイン。相手ゴール前へのロングスローはコーナーキックに匹敵する。  

ロングパス（long pass）   

飛距離の長いパス。縦パスやクロスに使う。   

ワ  

ワンサイドカット   

ディフェンダーを中心とする守備において、ボールを持っている攻撃側選手のパスのコースを一方向   

（ワンサイド）に限定する守備方法。   

ワンタッチ（one－tOuCh control）   

1回のタッチでボールを処理すること。   

ワンタッチバス   

トラップ（ストップ）せずに直接パスすること。ダイレクトパス。   

ワンタッチコントロール  

ボールを受ける際に、ファーストタッチつまり1回のタッチで次のプレーに移れる位置  

にボールをコントロール（トラップ、ストッピング）すること。  
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